
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名       恵那市立恵那北小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月７日（金）～１１月２９日（土） 

 
実 施 概 要 

① 保護者による読み聞かせ 
②  全校家族読書 
③  親子読書会＝親子で本にまつわるいろいろなお話を聞く。その

後授業参観を行う。（高学年は日程の関係で、前に授業参観） 
④  笠置ふれあい事業に参加＝「ゴスペル」演奏会に参加 
⑤  読書まつり＜学習発表会＞＝各学年の学習発表（国語・音楽等教科

学習、読書月間の取り組みの成果の発表）を保護者の方や日頃お世
話になっている地域の方を招待して実施。 

 
実 施 内 容 

学習・取組の分野 
 □自然   □レ 歴史   □レ 文化   □産業   □その他  
公開の方法 
 □レ 授業公開 □レ 成果発表 □交流活動 □レ 講演会等 
 □レ 地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ９８   人 
計         １４７  人 

地域関係者 ４９   人 

 
実 施 状 況 

１ 保護者による読み聞かせ（３日間で１８人の保護者が来校）  

  図書館司書による「読み聞かせ講習会」を事前に実施したことに

より、保護者の選書や子どもへの読み聞かせ方が向上した。子ど

もたちは食い入るように聞き入り、楽しい時間が過ごせた。  

２ 全校で家族読書に取り組み、感想を掲示した。  

３ 三重県にある子どもの本専門店「メリーゴーランド」の増田さん

に来校してもらい「本の世界を楽しもう」をテーマに楽しいお話

をしていただいた。「また来年も聞きたい。」との感想多数。  

４ 笠置ふれあい事業「ゴスペル演奏会」を聴く。  

  めったに聞けないゴスペルの演奏にすっかり魅了され、どの子ど

もも喜んで参加できていた。「また来てほしい。」と多くの親子

が感想を述べていた。  

５ 各学年が発達段階に応じた劇を工夫し、取り組んでいる。１１月

２９日に発表予定。 
 
成果及び課題 

＜成果＞ 

・学校の特色ある教育活動の一つである「読書活動」に関わるいろい

ろな取り組みや、ゴスペルを聴くという「音楽活動」を通して、親

子のふれあいの推進や、子どもたちの豊かな心の醸成をはかること

ができた。  

（保護者や地域の方からの感想） 

・親子読書会は本当に楽しい取り組みでした。子どもが小さいうちに

こういう話が聞けてよかったと思います。  

・ゴスペルの迫力に驚きました。表現活動を通して子どもたちの心を

育てる貴重な体験ができてよかったと思います。 

＜課題＞ 

・地域の方や保護者の方がさらに来校しやすいような日時を選んで設

定すること。学校の活動への評価を元に今後の活動を仕組み、地域

や保護者とともに子どもを育てるという意識を高揚していくこと。 

 


